参考資料　静止画

１－１　静止画像に関する用語

（１）ドット（dot）
文字や絵を構成する小さな点の集まりであり，コンピュータの画面やインクジェットプリンタの出力は，ドットで構成されている。モノクロ表示の画面では，白と黒のドットしか使わないが，カラーでは色情報を持ったドット（正確にはピクセル）を使う。ドットが小さいほど単位面積あたりのドット数が増え，細かな文字や絵を表現できる。

（２）画素

ビットマップイメージを構成する最小単位であり，ピクセル（pixel）とも呼ばれる。色と位置を決めるデータである。また，CCDを構成する素子の総数を画素数と呼び，総数が大きいほど画像データの情報量は大きくなり，解像度が高くなる。

（３）ピクセル（pixel） 

pix（pic＝写真の意の複数形）＋elementの造語である。一般にはピクセルとドットが同義に使われているが，ドットと言った場合，本来は色や色深度の情報は含まない「点」を意味し，カラー画像の最小単位はドットではなくピクセルと称するのが正確である。スキャナ，デジタルカメラ，モニタ画像では，画素とドットは1対1（1画素1ドット）で 対応し，商業印刷やインクジェットプリンタなどの印刷物は，1画素を複数ドットで表現している。

（４）解像度

解像度は，スキャナやプリンタの性能を表す基準で，画像を読み取る細かさ，あるいは印刷する際の画像のきめ細かさを表わす単位として用いられ，dpi（dot per inch）あるいはppi（pixel per inch）といった単位で表示される。

スキャナの場合は，1インチ（2.54cm）の原稿を何画素で読み取れるかを表わし，プリンタの場合は，印刷原稿1インチに何ドットで印字ができるかを表わす。

解像度が高くなるということは，1インチあたりに入るドット数が増えることになり，1つのドットの大きさは，より細かくなり，スキャナでは画像を細かく分割することになる。また，プリンタではより細かいドット使って印字することでより滑らかな表現ができることになる。

１－２　静止画像ファイル

（１）BMP（Bit Map）

　コンピュータのディスプレイデバイスなどのように，点の集まりとして表現されたイメージのこと。モノクロイメージでは，データの1bitがイメージの１ピクセルに対応する。カラーイメージでは，イメージの1ピクセルに複数のbitが対応する（16色なら4bit、256色なら8bit）。
　ビットマップイメージをファイルに書き出したものはビットマップファイルと呼ばれる。

（２）GIF （Graphics Interchange Format）

アメリカの大手パソコン通信ネットワークであるCompuServeで開発された画像フォーマットであり，モノクロは256階調，カラーは256色まで扱える。

・インターレースGIF（Interlaced GIF）

GIFのフォーマットのひとつ。インターレースGIFの画像は最初に全体が粗く表示され、データの転送が進むにつれ徐々に鮮明になる。Webページでよく用いられる。
・トランスペアレントGIF（Transparent GIF）

GIFフォーマットのひとつ。通常のGIFファイルと異なり，指定した色を透明にできる。Webページでよく用いられる。

（３）JPEG

ITU-TS（国際電気通信連合）とISO（国際標準化機構）で定めたカラー静止画像の圧縮，展開を決める規格である。規格を制定した標準作成委員会（Joint Photographic Expert Group）の名前がそのまま規格の名前になっている。JPEGは，人間の目が低周波成分については感度が良いが高周波成分で鈍いという視覚特性を利用している。一般には非可逆性圧縮であるが圧縮率が高いわりに画質の低下が少ないのが特徴であり，圧縮率が変更できるので，圧縮での画質の低下の程度を変えることで，画質の品質とファイルサイズで最適なものを選ぶことができる。圧縮率は1/10～1/100である。

QuickTimeの標準圧縮方式としても採用されており，JPEGの技術を動画に応用したMotion JPEGがある。

（４）PNG（Portable Network Graphics format）

GIFに使われているLZW圧縮法は1985年に米国Unisysが特許を取ったもので，1995年にLZWを利用するプログラムに対して特許権使用料を要求するようになったという背景から，ライセンス・フリーでより発展的な画像形式であるPNGが開発された。

